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新 月 祭 (お よび 祖 霊 祭 ) の 原初 形態 


一 Rgveda X 85 と Atharvaveda VI 10 を 中 心 に 一 


0. 死亡 し た 父祖 を 祭る 祖 霊 祭 
世界 の 多く の 民族 に 共通 


祭 式 体系 で は , 新 月 祭 , 満月 祭 , 


挫 汁 ) を 
上 献 供 カ 


HH いな い が , 


と , 月 の 満ち 欠け { 
通す る 非常 に 古い 宗教 儀礼 で ある 。 
祖 霊祭 の いずれ も 供物 と し て Soma (麻黄 の 
リグ ヴェ ー ダ に は 新 月 祭 と 祖 霊 祭 に 


述べ ら る 。 本稿 で は , 新 月 祭 に 重点 を 置き その 原初 形態 を 探り た い 。 


阪本 (後藤 ) 純子 


に 合わ せ て 行う 新 月 満月 祭 と は , 


整備 され た ヴェ ー ダ 


こ お け る Soma の 圧搾 


1. 自然 周期 と 祭 式 (cf. Sakamoto 2010, 2012, 阪本 2006, 2015 56t) 


1.1. 古代 イン ド 思 想 の 基 
活動 ・ 
う 考 え 方 が 見 られ る 。77Z- は 
て いる こと ] か ら 「 宇 宙 の 周期 


本 に 


こ は , 


固有 の 周期 に 従い , 
「 諸 現象 が 各自 の 周 】 
的 法則 性 


「 宇 宙 の すべ て の 現象 (天文 , 気象 
生殖 ・ 生 死な ど ) は , それ ぞ れ 固 


生 


生物 の 
循環 運 Lt と い 


, 法則 , 秩序 に ぴっ た 
], [天理 ] の 意味 へ と 発 


展 し , 初期 ヴェ ー 


1 


ヴェ ー ダ 暦 は 期 望 月 と 太陽 年 
の 開始 が 日 没 で ある 。 祭 式 の 
は 日 没 か ら 次 の 日 没 ま 
昼 を 経て , 次 の 

軌道 [ 
いる 。 
満月 が そこ に 


没 王 


に 


宿る Karttika 


の どの)。 
世紀 に は 約 30 日 ずれ る 。 
(Karttika 月 は 翌月 ) 
(Magha 月 の 黒 半月 8 
冬至 後 1 ヶ月 ( 土 15 


従っ 


白道 ] 上 の 28-27 星 座 ) が , 
例え ば , 月 和 宿 の 筆頭 に 
0 で あっ た 。 
グル ス な ど )] は 当時 の 夏至 点 に 


を 組み 合わ せ た 太 


味 する 。 


位置 する 万 7kZst pl 「 叩 ] 


黄道 歳 差 に より 恒星 1 は , BC. 9 


て , ヴェ ー タ 期 後半 に 


*E 


( 黒 
BC.2300 頃 に 遡る 「 旧 
追加 され , 
置か れ た と 推測 され る 。 


暦 ] 


H 8 日) が 冬至 に 近づく ( 拓 
に 依拠 する が , 
複雑 な 様相 を 示す 。 一 3) 
12 の 彰 望 
月 ggsg-)」 と し て 重要 な 


E11, 14, 17, 18) 。 
時 代 と と も ! 
年 の 変わ り 
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陽太 陰暦 で ある 。 注 意 』 
は 「 へ て の 夜 ] 7 た /727 た ) と 表 
で を 指す 。 例 えば 「 凌 の 夜 ] ZzzZvgsyg- は , 期 の 夜 の 日 
ー 2) 暦 の 指標 と な る z ヵ Zsgz- 「 月 宿 ] 
BC.2300 頃 の 恒星 と 太陽 の 位置 関係 に 
は 当時 の 春分 点 に あり 

gg7577zgg7 の 5 Epl. | 獅子 座頭 部 ( レ 
, 満月 が 宿る Magha 月 は 冬至 月 で あっ た (一 


E 意 点 は , 1) 1 
現さ れる が , これ 
没 か ら , 
(月 の 
基づい て 


世紀 に は 約 20 日 , BC. 2 


は , 実際 の 秋分 月 は 「ASvina 月 ] 
に , 冬至 月 は Pausya 月 (Magha 月 は 翌月 ) に な る 。BEkastaka 
日 ) も , 本 来 は 冬至 の 1 週間 後 で ある が , 
: 現行 暦 の 1 月 下旬 か ら 2 月 上 旬 ) と な り , Pausya 月 Astaka 
ヴェ ー ダ 祭 式 は 理念 と し て 
< 現実 の 暦 に 
は , 本 来 は 秋分 に 
H と 太陽 年 と の 差 で ある 約 11 日 は 「 第 13 
役割 を 果たす ( 2.3., 注 23) 。 


BC. 9 世紀 に は 


順応 し た 規定 が 
<, 後に 冬至 に 
|」 「 半 


(38) 阪本 (後藤 ) 純子 


ダ 文 献 で は 最も 重要 な 概念 の 一 つと な る 。 同じ 語根 か ら 派 生 し た 7 は 「 諸 
現象 の 持つ 固有 の 周期 ] 特に 「 季 節 ] と 「 排 卵 (受胎 ) 周期 ] ( 非 受精 卵 の 排 
出 に よる 出血 が 「 月 経 ]) を 意味 する 。 この 自然 周期 に 対応 し て , 人 間 の 社会 
活動 (牧畜 ・ 農 耕 , 移動 ・ 定 住 , 祭 式 な ど ) が 営ま れる 。 

其 に は , 地球 か ら 見 て 月 が 太陽 と 同一 方 向 に あり , 不可 視 と な る : 望 に は 
月 は 太陽 と 正反対 の 方 向 に あり , 満月 と な る 。 月 の 期 望 周期 (平均 約 29.5 日 ) 
と 人 の 排卵 (受胎 ) 周期 (平均 28 て 30 日 ) が ほぼ 一 致す る こと か ら , 月 が 天 か 
ら 消 滅する 期 の 夜 は , 月 と 人 ( 祖 霊 を 含む ) の 「 死 と 再生 ] を 象徴 する 「 聖 夜 ] 
と し て , 欲望 を 抑制 し て 祭 火 の も と で 過ごす (Upavasatha の 原義 )。 先行 する 
午後 に 祖 霊 祭 Pindapitryajia (家庭 祭 で は Sraddha) が , 翌朝 に 新 月 祭 Darsa が 
挙行 され る 。 満月 の 夜 も | 完全 な 繁栄 」 を 象徴 する (cf. AV VIL80,1-4) 「 聖 夜 」 
と し て Upavasatha を 行う が , 先行 する 午後 の 祖 霊 祭 を 欠く : 翌朝 に 満月 祭 
Pamamasa を 挙行 する 。 凌 ・ 新 月 と 死者 と の 関係 に つい て は 後述 AV VI 81.5 
参照 。 

月 の 出 は 太陽 より 毎日 平均 約 50 分 ずつ 遅れ る 。 期 の 前 に は 有明 の 月 が 日 の 出 
直前 に 東 に 現れ , 凌 に 月 は 太陽 と 合 一 し , その 後 , 新 月 が 日 没 直後 に 西 に 現れ 
る 。 月 は 満ち 欠け し な が ら 白 道上 を 進み , 毎夜 異な る 星 (sg7g- 「 月 宿 」 
RV で は 太陽 も 含む ) に 宿る 。 太 陽 ・ 恒 星 に 対す る 月 の 位置 (| 月 宿 〕) と 形状 
が 日 ・ 月 ・ 季 節 ・ 年 を 区 別 す る (分 け 定め る : 必 -2) 目印 で あり , 暦 の 基準 
と な る 。 追い つ 追 われ つ 合 体 と 離合 を 繰り 返す 月 と 太陽 の 相関 運動 が RV 第 10 
巻 に 歌わ れ て いる 。 


RVX55.5 [mdra 讃 王 ] = AV IX 10.9 (cf.SBI6.4.18-20 Indra [太陽 ] が 
Vrtra [月 ] を 飲み 込む ) 


277/2/77727777777 束 2777//777/ 演 227/77777777 


yMP の 77 Sd727277 Pd777O /2gg77 | 
gevsy pg ん px が 7 7 な | の の 7 の 56 pyd7 sy の 7g | 

多く の [ 星 た ち ] の 集まり の 中 を 走っ つて いる , [ 星 た ち を 月 和 宿 に ] 分 か ち 定 め 

る 者 (yz な -: 月 ) を , まだ 若い の に [その 者 を ], 白髪 の 老人 (太陽 =Imdra) が 

飲み 込ん だ 。 見 よ , 神 ndra) の 見 者 た る 能力 を &Zyg), 偉大 さ た ち を 


(xp の 。 今日 , 彼 ( 月 ) は 死ん だ 。 彼 は , 昨日 , [太陽 と ] 一 緒 に 呼吸 し て いた 。 
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新 月 祭 (お よび 祖 霊 祭 ) の 原初 形態 (39) 


RV X 85,18-19 [ 婚 問 の 歌 (一 2.4.)] = AV VI 81,1-2 [ 新 月 Darsa 讃歌 ] 


18. pv の の 777 Cd7 の 7 の 749Y の 77772 7 が 7 【4477/7771727/ 方 /272 性 7277/『277//】727277// 


MAA727776 放 772 衣 //772727/727//7792 ん Y(74 | 277777 放 77922 介 2777//727 衣 /29277 有 7727/| 

先 に な り 後 に な り , これ ら 両 者 は 計算 測量 能力 zzy み : つ 1.4. AV VI 
10.22) に より 動く 。 遊 び 戯 れ て いる 二 人 の 幼児 た ち (太陽 と 月 ) は ( 祭 
式 の ) 行程 (zzvg7-) を 巡り 進 す あら ゆる 存在 を 一 方 (太陽 ) は 見 つ 
め て いる , 他 の 一 方 (月 ) は 自然 周期 た ち zz- pl) を 分 け 定 め つ つ 


(vg の, 再び 生ま れる ?。 


19. ヵ zo-zgvo の 7 が 7 7 の 7 の - 77 Ke77 5 の 5 の 7 6 た 97 の 77 | 
79 の 7 の ev@ の po Vf 4 の 7 が の yd77 | 7 の cg7 の 7 の 05 777e の 7 の 7477 の yz | 
[月 は ] 生ま れつ つ , その 度 に 新しく な る 。 日 々 を 区 別 す る 目印 と し て , 
嗜 た ちの 先頭 を 行く ( 凌 直 前 に 夜明け 前 に 現れ る )。[ 新 月 は 地上 に ] 来 た 
りつ つ , 分 け 前 を 神々 に 分 け 定 め る Q①724272 が の 。 交 く 月 は [人間 た ち に ] 
長い 寿命 を 越え 渡ら せる 。 


AV VII 81 は 上 記 2 詩 節 に 続き , 新 月 の 増大 と 死者 の 気 息 と の 関係 (cf 阪本 
2015 26f), さら に Soma (月 ) すなわち 神々 の 食物 と の 関係 (一 3.1.) を 述 
べ る : 


5 . yO 「572 の 2 の v@57 7 My の 7 の が 57 の 5 


7 の 7 7 の 27677。 の SV | 

@ vgyd72 ys7S72 の 7 が 7 2 の p7 が 7 の vg カ 7 の yg pg の 7 gr の eng | 
我々 を 憎ん で いる 者 , 我々 が 憎ん で いる 者 , その 者 の 気 息 に より 君 ( 新 月 
gz%7-) は 膨 ら め 。 和牛 た ちと と も に , 馬 た ちと と も に , 子孫 と と も に , 家 


畜 た ちら と と も に , 家 た ちと と も に , 財 と と も に , 我々 は 膨らみ た い 。 


6 . yd7 の erg 57772 の PD の 7 が Jd77 dy7777 dy777 の 7 ん Ks の 7 が | 

7 の gs の 7 2 の 7o の 2O 75pg7 が 7 py の 7 の ggsyg 6op7 | 
々 が 膨らませ る , あの ( 天 に ある ) Soma の 茎 に 月 ), 不 減 の 者 た ち が 
食べ る 不滅 の も の (= 月 ), それ に より 我々 を , Imdra は , Varuna は , 


2 RVI164.20 [ 謎 の 歌 ] の [一対 の 鳥 ] は | 太陽 と 月 ] と 同時 に 「Purusa と Virji ( つ 1.4.)」 
を 指す 。 
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(40) 阪本 (後藤 ) 純子 


Brhaspati は 膨らませ よ , 存在 の 守護 者 た ち 


1.2. 新 月 満月 祭 は シュ ラウ タ 祭 式 の 基本 形 で ある 。 主要 献 供 は ( 新 月 祭 で は 
Agni と Imdra [太陽 ] へ の , 満月 祭 で は Agni と Soma [ 三 月 ] へ の ) パン ケー 
キ Purodasa で ある が , より 古い タイ プ の 新 月 祭 で は Samnayya ( 酸 乳 と 加熱 生 
乳 と の 混合 ) を Soma (麻黄 の 搾 汁 ) に 見 立て て Imdra (太陽 ) に 貞 供 する "(> 4 
注 24, 注 25)。 家 庭 祭 の 新 月 満月 祭 で は 端 を 献 供 する 。 祖 霊祭 は 挙行 する 時 ( 毎 
月 の 期 , 特定 月 の 満月 。 冬至 前 後 の 黒 半月 8 日 な ど ) に より 性 格 も 供物 も 相違 
する ( 別 稿 に て 論じ る )。 祖 霊祭 と Soma の 関係 に つい て は 後述 3. 参照 。 


1.3. 期 望 毎 の 献 供 へ の 最 古 の 言及 は RV 1 94,4 (Agni 讃歌 ) と 思わ れる : 
| 


の 47 の ze の 7 太 77dV の 7 の 7P77757 76 1C77 の 727277 の d7U272 の -P の 7U77 の GyG777 | 

7 ルル が gue p7727 の 77 5 の 7Zyg 7 の の | 76 yg ん ye 7 775 の 7 My の 7 72 | 

我々 は 栖 き 木 を 持っ て 来 よう 。 供物 達 を 君 に 作ろ う , 注意 深く , 節目 ( 衣 
望 ) 毎 に ⑰ の vgzg-pg7ug7 の ), 我々 は 。 更に 生き る た め に , [我々 の ] 思 
虐 達 を 成 問 さ せよ 。Agni よ , 君 と の 仲間 関係 に 関し て , 我々 が 傷つく こ 


と が な いよ うに 。 


1.4. 年 ・ 月 ・ 半 月 ・ 日 ( 夕 朝 ) 毎 の 祭 式 の 起源 が AV VIII 10 (Viraj 讃歌 ) 
説 か れる 。 Viri は 「( 原 初 の ) 男 ] Purusa か ら 生ま れ , 更に Purusa 「 男 ] を 
生む お 女性 存在 で ある が ', 精神 原理 で ある Purusa に 対し , 物質 原理 と し て 生命 


3 Cf 西村 2006 40, 43fE, 139 [結語 と し て は , 元 来 , 新 月 祭 で は Imdra に 対す る sam- 
nayya が , 満月 祭 で は Agni に 対す る purodasa が , 主要 な 献 供 と し て 位置 づけ られ 
て いた も の と 推測 され る 」。 筆者 は , 本 来 , 新 月 祭 で は 太陽 神 Indra へ Samnayya が , 
満月 祭 で は 月 神 Soma へ Purodasa が 献 供 さ れ , Agni へ の Purodasa 献 供 は 両 祭 を 統 
合 する 共通 項 で ある と 推測 する (cf Caturmasya 祭 の Parvan 共通 献 供 )。 下記 1.3. 
RV 1 94.4 は 期 望 毎 , すなわち 新 月 祭 と 満月 祭 で の Asgni へ の 献 供 を 明示 する 。 
4 RVX90 [Purusa 讃歌 ] を 下敷 き に し て いる : 2. pesg eved772 5 の YYd の 77777 
ydc cg yy77 | 7 の 7772725Y65 の 7 の yG の en の 7 が 7 の 7g77 | IPurusa だ けが , 生じ た も 
の と , ( 和 将来 ) 生じ る べき も の と , この [世界] すべ て を 支配 し て いる 。 か つま た 
不死 性 を 支配 し て いる , 食物 に より [ 死 を ] 越え て 成長 する 時 。] 5. Zszgg y 太 
の の fg か が の o dp が sg が | 54 罰 人 6 の y の cyfg 「pgfc67 の が 7 do p7 の | | 彼 
(Purusa「 男 ]) か ら Viri が 生ま れ た 。 Viraj か ら は Purusa が 。 彼 は 生ま れる や 地 
に 余っ た , 後方 で も . それ か ら 前 方 で も 。」 
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新 月 祭 (お よび 祖 霊 祭 ) の 原初 形態 (41) 


力 の 源泉 と な り , 宇宙 を 循環 し つつ , 万 物 に 入り , 活性 化す る (Sankyha 哲学 
二元論 の 男性 原理 Purusa :: 女性 原理 Prakrti の 基 と な る : 注 2 参照)。 先行 
る Viraj 讃歌 AV VI 9 と 同様 に , VI10 で も , Viraj は 全 世 界 を 自由 に 歩き 回 る 雌 
和牛 (乳牛 ) と し て 描か れる 。 


[Paryaya | [Viraj の 誕生 と 歩み ” : 三 祭 火 と 三 集会 場 ] 


1 v が 4 YZ 7 の 7 の 7 57. 7 の yyg 2 の y77 yd7ug77 g の 7 の 7e の 7yd77 ev@4777 


pgv7syd777 が | 

Viraj が 太 初 に お いて この [世界 ] を 支配 し て いた の だ 。 彼女 が 生ま れる と ., 
この (世界 の ) すべ て が 彼女 を 恐れ た , 「 他 な ら ぬ この 者 が この (世界 ) 
を 支配 する だ ろう (zz sy の "| と 。 


5 [Viraj の 歩み ] は 特殊 な 発展 を 遂げ る : 1) MSP 1 6,11:103-104,1[Adhana] 7 vg 
7 v7d yy みん 777272 gg777 の の 772 777 5 の の の 77. 7 v7 の の 72 の の の 27777 V7 
Y7g2. の 7 vg が 2 pg 「 3 回. これ (ここ に ある 祭 火 ) に Viraj は , 別れ 歩ん だ 
の だ (Impf), Garhapatya と Ahavaniya と Sabhya と に 。[ 祭 主 は ] その よう に し て 
Viraj を (た っ た 今 ) 獲得 し た (Aor.)。 Viraj は 食物 な の だ 。 こ の よう に し て 【 祭 主 
は ] 実に 食物 を 獲得 し た こと に な る (Aor.)。」: 2) KSP VI 8:57.13-15 [Agnihotra] 


og47g の の C7O gg777 の の 7 の Gv777yO 779 の 7yd の 777eV7777 7777277 の 72777 5 V7 U77g7 


の g7Cg の Pd の 7. 7777 eV の 72O77. 7777 777472 の 7 yy が) eyV7774 の 7 sg 7777775Y の 72G777 9765777 の 
gg が. 「Odanapacana ( を 着る 火 = Daksinagni) , Garhapatya, Ahavanya, 賭博 盤 の 
中 央 , 会 議場 . これ ら が 「 五 歩 を 持つ (5 つの 足 か ら 成る ) Virjl で ある 。 他 な ら 
ぬ そ れ を 獲得 する 。 そ れ を 我 が 物 と し て 囲い 込む お 。 これ (Virj) が ある 者 に より 凍 
い 込 まれ た な ら ば , その 者 は 人 間 た ちの 中 で 最も 優れ た 者 と な る か ら 。] : 3TB 1 
1.10 [Agnyadheya] で は 5 祭 火 (G 火 , A 火 , Anvaharyapacana [Daksinasni の 別名 ], 
Sabhya 「sabha ( 注 8) の 火 ], Avasathya 「 客 人 の 宿舎 (Avasatha) の 火 ]) へ の 「Virj 
の 歩み ] (Virat-krama, Viraja-krama) が , 旅 の 前 後 の Agnyupasthana の マン トラ と 
結合 され , 祭 火 設置 祭 の 中 に 組み 込ま れる 。 こ れ が Janaka 王 の 五 火 説 の 基盤 と な っ 
た と 推測 され る , Sakamoto 2001 157-167 参 照 。 五 火 説 に 関し て は 注 25 末 を 参照 。 

6 いわ ゆる [zz- が ys 構文 | で ある 。 動詞 7 また は gs と (通例 は 中 性 ) 名 詞 単 
数 対格 (acc.sg.) と の 組み 合わ せ で 「 て を 司る 、 管 轄 ・ 支 配 し て いる (gs) / する よ 
うに な る (5 め | を 意味 する (動詞 が 略 さ れる こと も ある )。 この 構文 は K. 
HorFwaNN (1976 557-559) に 指摘 され 、 後 藤 敏 文 に より 解明 され た (2007 805-809, 
特に 807fE, Goto 2008) 。 
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(42) 阪本 (後藤 ) 純子 


2. s の 2 2 太 の 7 s@ g の pgDe 7y 9 の 7 | gr727e の 77 gr774 の pg7 が 7 の 7 が 7 yg 
ev の 7 vegg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は Garhapatya「 家 長 に 属す る 祭 火 | の 中 に 歩み 入っ 
た 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は ] 家庭 祭 式 に より 特徴 づけ 
られ た 家長 と な る 。 


3 . sg 万 777 sg が gug77ye 7 9 の の 7. | yz の yy ev の ey. 77 の 
ey gr777 Y プ ev の 7 Vegg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は Ahavanrya 「( そ こ に ) 献 供 さ れる べき 祭 火 ] の 
中 に 歩み 入っ た 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , その 者 の 神々 へ の 呼び か 
け に 神々 は 行く , [その 者 は ] 神々 の 一 員 (7 愛し い 者 jp-) と な る 。 


4 . s2 2 太 27. 5 の 4 ん se が 4 7y の 77. | 7 の 7O ds が DO v の sg7ey の O 
の gu が yg ev vedg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は Daksinasgni 「 南 に ある 祭 火 | の 中 に 歩み 入っ た 。 
この よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は ] 祭 式 に 適 い , 報酬 (を 与え る 
受け 取る ) に 値する , 宿泊 させ る プ す る 資格 の ある 者 と な る "。 


5 . s07 2 太 の 7. 5 の sg の 7 の "7 7 9 | y の 2 の g5yG 5 の 7 の 7 sd の oO の 7 が 
y ev の 7 vegg.| 


彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 社交 場 (yg なみ -)* の 中 に 歩み 入っ た 。 こ の よう に 


9 ん sg777- を gg ん sg- 「 南 (に ある )] と 大 の - |「 祭 官報 酬 ] と の 掛詞 に より 説 
明 す る (cf. AV XWI 4.8)。 当該 文 で は , 主語 が , 祭 主 と し て 祭 官 に 報酬 を 与え ( 自 
宅 に ) 宿泊 させ る の か , 祭 官 と し て 報酬 を 受け 取り ( 祭 主 の も と に ) 宿泊 する の か , 
二 義 的 で ある 。 
詩 節 6・7 は 5 の 形式 的 置換 で ある 。sg/ み , sz7 が -。 の 727g- は いずれ も 集会 
所 (小屋 ) で ある が , sgp7g- は 賭博 場 と ( 祭 ) 火 (sppeg-) を 備え た 客人 接待 の 場 , 
s の 7 が - は 部 族 (村落 ) 共同 体 が 軍事 ・ 政 治 ・ 経 済 活動 に 関わ る 集会 を する 場 , 

の z の 7g7g- は 首長 ( 干 ) が バラ モン や 王族 た ち を 召喚 し 助言 を 受け る 場 (宿泊 所 を 
兼ね る ) と 解釈 し た 。 よ り 古 い 了 段階 で は , 部 族 の 精神 的 指導 者 で ある 大 バラ モン の 
sg の 7 の - が . これ ら す べ て の 機能 を 果たし て いた 可能 性 が ある 。sgp@- と sd の が - に 
関す る 用 例 は , Rau 55-57 お よび 82 参照 。 み zzg- は , パラ レル KS VI 8:57,13- 
15 (… 注 5) に も 現れ , Taittrrya 派 の Avasatha の 火 (Avasathya) に 対応 する 。 
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知っ て いる な ら ば , この 者 の 社交 場 へ と [人々] は 行く , [その 者 は ] 社 
交 場 に か さわ し い 者 4》/pg-) と な る 。 


6. 7 4 万 27. 5 sd727777 7 9 ん 7 の 27 | y の 2 が GS 5 の 7277772 の 7 が 7 の の vg7 YO 
evgd7z egg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 集会 場 sz 記 - 一 注 8) の 中 に 歩み 入っ た 。 こ 
の よう に 知っ て いる な ら ば , この 者 の 集会 場 へ と [人々] は 行く , [その 
者 は ] 集会 場 に 人 さわ し い 者 Gy4-) と な る 。 


7. 5 の 7277. 5 の 7 の 72777726 7 の ん 7 の 7277 | 77 の 5y の 7277 が 72G77 7247 が 7 の の 
pv が yg evd7z vggg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 会 議場 (Zzzg7g- 王 注 8) の 中 に 歩み 入っ た 。 
この よう に 知っ て いる な ら ば , この 者 の 会 議場 へ と [人々] は 行く , [ そ 
の 者 は ] 会 議場 に ひさ わし い 者 (Zzz が g-) と な る 。 


[Paryaya IL] [中 空 に 留まっ た Viraj を , 仔牛 mdra と 韻律 Gayatrr と 諸 サ ー 
マン に より 神々 が 搾乳 し , 植物 た ち , 広がり , 水 た ち , 祭 式 を 搾り 出す ] 
8.s07 2 太 777. 5 の 27277 ん ye cg777 v 放 7G7727 が 577g7. | 
彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 中 空 に お いて , 4 重 に 分 か れ 歩 ん だ ( 賠 歩 し た ) 
状態 で . 留まっ た 。 


9. / 太 7 evg72d7745y の g の zz7777. の の 77 eV の 7 ve Yd7 7 の の の の か 677677 の 7 
4 の g が yg72g7g 7 が . | 

彼女 に つい て 神々 と 人 々 と は 言っ た , 「 こ の 者 だ けが それ を 知っ て いる , 
我々 双方 が それ を 糧 と し て 生き る こと が で きる も の を 。 こ の 者 を 我々 は 近 
くに 呼び 寄せ よう | と 。 


9 Jaiminrya-Brahmana 1 45f, Brhat-Aranyaka-Upanisad (M VI 1: K VI 2), Chandgya- 
Upanisad V 4.1-9,2 の 五 火 説 , すなわち 「 神 々 が 水 た ち また は 信 を 献 供する こと に 
より ソー マ , 雨 , 食物 , 精液 が 順次 生じ , 最後 に 男 (人 pxsg-) が 発生 する 理論 ] 
と の 関連 が 注目 され る ( 注 25)。Cf 阪本 2015 35-43 [5.4.-5.7.] . 
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10. / カ ヵ め 2y2y77g. | 彼女 を 近く に 呼び 寄せ た 。 


11. 2 @ の 7 svd272 6 57 が 72 77 の の の 7 が | 

[滋養 ( 友 刻 - 一 詩 節 26) よ , 来い 。 自 決 力 (自由 に 取る 供物 svgg ヵ み -" 
つ 詩 節 23) よ , 来い 。 精 力 吐 盛 で も や る こと (良き 男性 能力 を 持つ こと 
sz77g-) よ , 来い 。 栄養 を 持つ 女 な avg な - 一 詩 節 24, 29) よ , 来い | と 。 


12. 7Zsyg が の o ue が sd の 577. g の yy 9 の 7 が y. g の 7 が 72 7g7. | 
Imdra が 彼女 の 仔 生 で あっ た 。Gayatri が ( 子 牛 と 母 生 を ) 結び つけ る 紐 [で 
あっ た ]。 雨雲 が 乳房 [で あっ た ]。 


13. 万 7 が dc cg 27 の 772777 の 7 C の dv 72 の の 57 の 77. 77 の 077 CV の 2 の evy7777 
cg gyd、 | 

Brhat と Rathamtara と ( 両 サ ー マ ン ) が 二 つ の 乳首 で あっ た 。 Yajaayajiiya 
と Vamadevya と ( 両 サ ー マ ン ) が 二 つ の [乳首 で あっ た ]。 


14. gs な evd 7 太 Z7777776727 evg gr777. Pydco の 777Z. | 
ほか な ら ぬ 植物 た ち を Rathamtara [サー マン ] に よっ て , 神々 は 乳 搾っ た , 
広がり を Brhat [サー マン ] に よっ て 。 


15. g の の vg の 7 の evye7g. 7 の 772 yeng. | 
水 た ち を Vamadevya [サー マン ] に よっ て 。 祭 式 を Yajmayajmiya [サー マ 
2 に 人 選 ま る 6c 


16. sg な ed57 が の 7 727777727772 の 0e ygco の 777 
ほか な ら ぬ 植物 た ち を , この 者 の た め に , Rathamtara [サー マン ] は 乳 と 
し て 出す , 広がり を Brhat [サー マン ] は , 


10 


原義 「 自 分 で 決定 する こと , 自決 裁量 権 ] か ら 「 祭 火 に 献 供 さ れる 神々 へ の 供物 に 
対し , | 祖 霊 自身 が 自分 で 決め て 取る 供物 ] を 意味 する 。 後 の 祭 式 体系 で は , 「 祖 霊 
へ の 供物 (特に 団子 の 湯気 )] を 指す 。Gandharva が 「 香 り ] ggzZj4- に より 生き る 
と 述べ る 第 27 詩 節 お よび 注 11, 注 12 を 参照 。 
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17. ⑰ ヵ の vg の 2 の ey の 7 ) 罰 の 7 yy が Y v6g. | 
水 た ち を Vamadevya [サー マン ] は , 祭 式 を Yaiayajmiya [サー マン ] は , 
[その よう に ] 知っ て いる 者 が あれ ば [一 16. この 者 の た め に ]。 


[Paryaya IIT] [ 樹 た ち , 祖 霊 た ち , 神々 , 人 間 た ち に よる Viraji の 殺害 と 再生 : 


油 供 ・ 


食事 の 起源 と 周期 ] 


18. 4 4 の 77. の Dd725 の 777 の ggC7d7. 7 dd5Pd7 の YO 「g77 の 7 の . 5 の 


SG72V27SG7@ 5 の 7 の の 27 | 2457 の v72g57 の 77 の 72 の 7 が 576 v7 人 272 の 77 7 の 7g77. 
yrycgd7e (yrscyd7e) sydp7po 777 が pyo 7 ev の 7 ego. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は 樹 (木々 の 主 yzgspd7-) た ちの も と に 来 た 。 彼 
女 を 樹 た ち は 打 ち 殺 し た 。 彼女 は 1 年間 (gzzuzsg7 の -) 経つ と , [ 再 ] 生 
し た 。 そ れ 履 , 樹 た ちら の 中 , 切断 され た も の (Qt.yyAz4) も , 1 年 間 が 経 
つと , 成長 する 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , その 者 の 好ま し く な い 競 
争 相 手 は 切り 倒さ れる 。 


19. s22 2 万 の 27. 5 の 772 の ego77. 7272 777 の 「g 太 277. 9 7 の 97 sd の 7 の 7 た 

| 7 の 7 7 が の pyO yy 44 の 725yG77 の dg7. 7 の の 7 アア gd の の 77 が の 7 が / の 2 の 7 YO 
ev の 7 vegg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は 父祖 た ちの も と に 来 た 。 彼女 を 父祖 た ち は 打ち 条 
し た 。 彼女 は 1 月 経つ と [ 再 ] 生 し た 。 そ れ 政 , 父祖 た ち に 1 月 経つ と [人々 
は ] 月 例 供 物 を 与え る 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , その 者 は 父祖 た ち 
の 通る 道 (⑰ 訪 yg の gz p の 7 が 72) を 前 も っ て (死ぬ 前 に ) 理解 する 。 


20.s07 g 太 777 5 の ev の ego77g7. 7277 ev の gg77772. 5 の 7 の 7 の 5 yd の 7 の の ug7 
| Zs の 7 7ev@ の か の 7 が 27756 vsg7 777277. 7 の evgy の 7 の の 7 の 7 2797 yg 
evg7z vegg. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は 神々 の も と に 来 た 。 彼女 を 神々 は 打ち 殺し た 。 彼 
女 は 半月 経つ と [ 再 ] 生 し た 。 そ れ 夏 , 神々 に , 半月 繕 つと [人々 は ] 
ygsgf を 行う ( 献 供 する )。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , その 者 は 神々 の 
通る 道 (evgy み zg p の 772 が ) を 前 も っ て (死ぬ 前 に ) 理解 する 。 
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21. s の 4 4 の 247. 3 の 777745y7 の 6777. 7772 72770497 の の 677272. 3 の yg の yd77 sd77 
g の 77. | 72577g7 77G7775Ye の の 2 2 の 7 の 77 7 の 77272 が 745) 人 7 g7776 7t7777 
y@ ev の 7 vega. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は 人 間 た ち (Manus の 子孫 た ち ) の も と に 来 た 。 彼 
女 を 人 間 た ち は 打 ち 殺 し た 。 彼女 は , 同じ 日 の うち に , [ 再 ] 生 し た 。 そ 
れ 故 , 人 間 た ち に , 昼間 の 両端 に (昼間 の 始め と 終わ り , 朝 と 夕 に 
z の gyg の y47) [人 々 は 食物 を ] も た ら す 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ぱ ば, 
その 者 の 家 に お いて [人 々 は 食事 を も た ら す ]。 


[Paryaya IV - V] [アス ラ た ち , 祖 霊 た らち, 人 間 た ち , 7 リ シ , 神々 , 
Gandharva と Apsaras た ち , 別 の 人 々 , 蛇 た ちの Viraj 搾乳 と 生き る 糧 の 獲得 ] " 


22. 02 2 の の 7 の 7. 5772 の go77. 777 7 の 7 の 2)G777 の 2 77 の 2 777 | 725y 
77279277777/ 記 22777427777 但 777AY2 夏 777/ 科 707277277477// 対 の 79427// 間 詳 777// 太 4777717742//72724.A7 の 
///77. 時 777// 硫 /724777// 夏 2727//7/| 計 7777/ 計 /777072// 刻 09727 昼 /7/2 亡 /472778 生 7//277472777670 
の ug が 7 yG ev Vega. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は アス ラ た ちの も と に 来 た 。 彼女 を アス ラ た ち は 呼 
び 招 いた 「 マ ー ヤ ー (計算 測量 能力 : 一 1.1. RV X85, 18) よ , 来い ] と 。 
彼女 は 歩み 出 た 。 Virocana Prahradi が 彼女 の 子 邊 で あっ た 。 四 金 属 の 容器 
が (搾乳 ) 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , Dvimardhan Artvya が 搾乳 し た 。 
彼女 を 搾乳 し て , ほか な ら ぬ マー ヤー を [ 乳 と し て ] 得 た (4g7o た 雌牛 


Maitrayanrya 派 に の み 伝 わる Gonamika ( 牛 の 名 称 に 関す る 諸 儀 礼 ) に パラ レル が 見 
られ る 。MSP IV 2.2:21,14-19 (神々 が 金 の 器 で 不死 [を も た ら す 飲食 物 ] を , 祖 霊 
た ち が 銀 の 器 で Svadha を , 人 間 た ち が 木 の 器 で 「 包 み 隠 し て いる Cry た ) 食物 ] 
を , アス ラ た ち が 漏 れ て いる 卑 金属 の 器 で Sura 酒 を 搾乳 し た ) : 2,13:36,8-17 (神々 
が 金 の 器 に より 祭 式 と 不死 と を , 祖 霊 た ち が 銀 の 器 に より 滋養 と Svadha と を , 人 
間 た ち が 木 の 器 に より 食物 と 子孫 と を , リ シ た ち が 杯 (cgzzgs の -) に より 韻律 た ち 
と 家畜 た ち を , Gandharva と Apsaras た ち が 蓮 の 葉 に より 良い 香り を , 蛇 た ち が 胃 
律 に より 毒 を , アス ラ た ち が 漏 れ て いる 卑 金属 の 器 に より 繁栄 と 破滅 と を , Imdra が , 
同 で あれ この 世 の す べ て を 搾乳 し た )。MS IV 2,.1 に は 天野 の 研究 が あり , n.6 で 
gg が "gy7 | 隠れ た 食物 ] の 意味 を 論じ て いる 。 和 牛乳 か ら 多 数 の 乳 製品 が 生み 出 
され る の で , 牛乳 を 「( 多 く の 食 品 を ) 包み 隠し て いる 食物 ] と 表現 し て いる 可能 
性 が ある 。MSP IV 2.3:25.4: ManSS IX 5,5,.12E: VarSS-Parisista (Raghu Vira) 1 20ff 
は Ekastaka に 牛 を 殺す こと を 述べ る (ご 注 18)。 
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と 乳 と の double acc. を 支配 ) り 。 そ の マー ヤー を 糧 と し て アス ラ た ち は 生 き 
て いる 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は アス ラ た ち に ] 生き る 
糧 を 与え る 者 と な る 。 


23. sy の 7 4 万. 5@ 77 の gc777. 777 7 が 272 7 の の が Vyg7277 SV の 7 の 7 | sy 
J77 の 7 の Vsd 57. 77772 の の 7 の 7 P の 7 の 77. | 7277 272KO 727 の 2 の 7o. 太 77 
Ka227//7277/ 奄 27272//7/ 4 環 計 777/ 且 3M277//777// 講 7742 夏 7//2 箸 /4227778 り 二ノ 4472771800 刻 //7747277 作 7 
evgd7z vegg. | 
彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 祖 霊 た ちら の も と に 来 た 。 彼 女 を 祖 霊 た ち は 呼 び 招 
いた , 「sw7, が - (自決 力 一 注 10) よ , 来い ] と 。 王 Yama が 彼女 の 子 和牛 
で あっ た 。 銀 の 容器 が 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , Mrtyu ( 死 ) の 息子 
Antaka (終末 を も た ら す 者 ) が 搾乳 し た 。 彼女 を 搾乳 し て , ほか な ら ぬ 自 
決 力 を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 自決 力 を 糧 と し て 父祖 た ち は 生 き て いる 。 
この よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は 父祖 た ち に ] 生き る 糧 を 与え る 
者 と な る 。 


24. 07 4727 5 745 の 7 の 9gC77. 7272 7772657 7 の 77677 の が の 7 
| ZSyg 7 が の 77 UVSU7 の ws 7 777 の 7 | 太 7 77 が 7 0yO 7o 太 
ん 7y777 Cg SSyd772 Cg の 7o ん た. | 7@ 7s777 Cg ygyyd727 Cg 7 の 25 の の の 記 vg77 が 7. 
太 s747g の 7 が 2 の の 27 の O の 27 Y の evd72 6. 
彼女 は 歩み 出 た 。 彼女 は 人 間 (Manus の 子孫 ) た ちの も と に 来 た 。 彼女 
を 人 間 た ち は 呼 び 招い た , 「 か ug な - (栄養 を も つ 女 一 詩 節 11) よ , 来い 
と 。Vivasvant の 忠 子 Manu が 彼女 の 子 生 で あっ た 。 大 地 が 容器 [で あっ た ]。 
彼女 を , Vena (付き まとう 者 ) の 息子 Prthi が 搾 乳 し た 。 彼女 を 搾乳 し て 
耕作 と 穀物 と を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 耕作 と 穀物 と を 糧 と し て 人 間 た ち 
は 生き て いる 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は ] 耕作 物 に 成功 し , 
[人 間 た ち に ] 生き る 糧 を 与え る 者 と な る 。 


25. 5 4 ん 7 の 77g7. 5 の ygP7G7y777 の ggC77. 7 の 7 59P7 の 7S の yg 7P の gy の 77 
の 7 が 2V の 7 77 た | 725y の 7 OO 7 の 7 vg が Sd の so. Cd72 の 427 Pd77g77. | 7 の 7 


の spd777 2g725 の jo た 7 の 7 cg 72p の ぎ cgg77o ん | 727 7 の 2 の cG 7 の pg 
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cg @P727S の 7 72 Ye7277. 7777U27CGSy 2727 の の の 27 が y ev の 772 ve. | 
彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 7 リ シ た ちの も と に 来 た 。 彼 女 を 7 リ シ た ち は 呼 
び 招 いた , 「 太 gg な - (実現 力 の ある こと ば を も つつ 女 ) よ , 来い 」 と 。 
王 Soma が 彼女 の 子 生 で あっ た 。 音律 が 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , 
Angiras の 息子 Brhaspati が 挫 乳 し た 。 彼女 を 搾乳 し て , 7zgz- (実現 
力 の ある こと ば ) と 74pgs- ( 熱 力 , 苦行 ) と を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 
の dg7- と 72pgs- と を 糧 と し て 7 リ シ た ち は 生 き て いる 。 この よう に 知っ 
て いる な ら ば , [その 者 は ] 4zgz- の 効力 を も ち , [7 リ シ た ち に ] 4 
きる 糧 を 与え る 者 と な る 。 


[LU【[ 


26. s67 g 太 7 の 7. の ev の eg が 7 7272 の evg の 2yG77 の 7g の 7777. | 72yyg 
の oO Vsd の 57C C の 7 の 37 の の 7 が 77. | 7 太 77 ev sv7727o ん た 777 777 の 7 evg の 77o た | 
72 7 の 2 ev の の の 27 が 7 の 27 の の の vg7 Y の evd77 Degg | 
彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 神々 の も と に 来 た 。 彼女 を 神々 は 呼び 招い た , | 滋 
養 ( 刻 婦 -) よ , 来い | と 。mdra が 彼女 の 子 和 牛 で あっ た 。 杯 (cgzgs の -) 
が 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , Savitar (| 権限 を 与え る 神 ]) が 搾乳 し た 。 
彼女 を 搾乳 し て ,. ほか な ら ぬ 滋養 を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 滋養 を 糧 と し 
て 神々 は 生き て いる 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は 神々 に 」 
生き る 糧 を 与え る 者 と な る 。 


27. s07 万 の 7 Sg eg の 7V の の SG7 の 5 の の gg7. 7 の 77 gg7 の 7 の DSG75 の 
27/272027777 往 //7702277777//// 奄 7717/ 間 較 7A577A 厨 9774274777/77/ 誠 207760742272 の 2 人 2 往 /27AY/ 太 7 人 7 
2742727277727/7 和 /777427//2 症 較 /2777 六 77 人 77727797/ 廊 V2777407727497772 半 7//7 0 革 7777 圧 7779227// 
ev gg の 7 go ん | 77 PD77 8 の 7 gg72727vgPyg7 の 5 7 の 7 な 
py の 7 の 2777 の の の 7 が yg の ev の 7 v69g. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は Gandharva と Apsaras た ちの も と に 来 た 。 彼 女 を 
Gandharva と Apsaras た ち は 呼び 招い た ,「 清 浄 な (よい ) 香り を も つつ 者 よ , 
来い ] と 。Saryavarcas (太陽 の 効力 を も つつ 者) の 息子 Citraratha ( 極 彩色 
の 戦車 を も つ 者 ) が 彼女 の 子 后 で あっ た 。 蓮 の 葉 が 容器 [で あっ た ]。 彼 
女 を , Suryavarcas の 息子 Vasuruci (良い 好み を も つづ 者) が 挫 乳 し た 。 彼 
女 を 挫 乳 し て , ほか な ら ぬ 清浄 な (良い ) 香り (ggzg6-) を [ 乳 と し て ] 
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得 た 。 そ の 清浄 な (良い ) 和 り を 糧 と し て Gandharva と Apsaras た ち は 生 
き て いる “。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は ] 清浄 な (良い ) 香 
り を も つ 者 と し て , [Gandharva と Apsaras た ち に ] 生き る 糧 を 与え る 者 
と な る 。 


28. 5 の 9 2 の 727. 677777 の ggC7d7. 7777 777772 の 7 の VOy7272 7 の 7 
@ の 7 | 7Z5yg7 ん の e7o vg7S7 の vg7 の Vo7Sd dy77. 72gP の 77d77 gg77。 | 7 
777277 の 7 ge の 7o ん 7 の 2 77od7 の 7 ev の 7o た | 7 od の 7 7727277 の 
4 の 777777. 7 が 7 の 77e sd7u2772 の 7 の 277. 27777 の の 7 が gu が 7 yg ev の 7 v67g. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 別 の ( 異 卿 の ) 人 々 の も と に 来 た 。 彼女 を 別 の 人 々 
は 呼び 招い た , 「 秘 匿 よ , 来い ] と 。 Visravana (広く 聞く カン 聞こ え を も 
つ 者 ) の 息子 Kubera ( 財 の 神 ) が 彼女 の 子 牛 で あっ た 。 生 の 容器 ( 焼 か 
れ て いな い 土 器 ) が 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , Rajatanabhi ( 銀 の 膳 を も 
つ 者 ) [と いう ] Kaberaka が 搾乳 し た 。 彼女 を 搾乳 し て , ほか な ら ぬ 秘匿 
を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 秘匿 を 得 と し て , 別 の 人 々 は 生き て いる 。 こ の 
よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は , 自分 の ] すべ て の 悪 を 秘 工 する 。[ そ 
の 者 は , 別 の 人 々 に ] 生き る 糧 を 与え る 者 と な る 。 


に 


に 


29. の Z 太 7 5 7 の の 7 ego7g7. 7 の 7 yg7 の 2 の 7 の の yg7277 VS の WV が @7777. | 
yyy 7 ん sy の 757/eyO vs の 577. 7 の 2 の 7 の 7 の 7 の 7 | 7 の 7 7777g5777 
g7@7 の の 7o ん 777 7sd77 eg の が o ん | 7 の v7s の 7 sg7 の の 4 の の 2 が ! 2 の 777 の 
pgvg7 YG ev Ve. | 

彼女 は 歩み 出 た 。 彼 女 は 蛇 た ちの も と に 来 た 。 彼 女 を 蛇 た ち は 呼 び 招 いた , 
「 毒 を も つ 女 よ , 来い ] と 。Visala (広い 小屋 を も つ 者 ) の 息子 Taksaka (「 大 
工 さん ]) が 彼女 の 子 牛 で あっ た 。 委 筆 の 容器 が 容器 [で あっ た ]。 彼女 を , 
Iavati (栄養 を も つ 女 一 詩 節 11) の 息子 Dhrtarastra ([ 持 国 ]) が 搾乳 し た 。 
彼女 を 搾乳 し て . ほか な ら ぬ 毒 を [ 乳 と し て ] 得 た 。 そ の 毒 を 柱 と し て , 


12 


sgz の 74- に よる Gandharva の 通俗 語源 説 で ある が , 仏教 に 受け 継が れる 。 祖 霊 た ち 
も また , 祖 霊 祭 の 供物 (一 注 10). 例え ば 団子 の 「 香 り ] gzzg724- の み を 食す と い 
う 見 解 が 普及 し て いる 。Gandharva と Apsaras た ち は 下層 の 神々 で ある が , 祖 霊 た 
ち に 由来 する 可能 性 が 強い , cf 後藤 2009 32. 
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蛇 た ち は 生 き て いる 。 こ の よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は 蛇 た ち に ] 
生き る 糧 を 与え る 者 と な る 。 


[Paryaya VI] [ 毒 に 関す る 呪術 ] 
30. 7 ys の ev の 77 Vse 7 の 2 の の 7 が 5 万 c@7 7 が の 7g7yg7 | 
それ 克 , この よう に 知っ て いる 者 に 導 筆 を 用 いて 注ぎ か ける 場合 に は , [ 当 
人 は それ を ] は ね つけ る べし 。 
31. 4 cg p7 が の 77y の 72 7 の 7 の 5 の 7 の 7772777 707 の 777 
[それ を ] は ね つけ な い 場 合 に は , | 思考 に よっ て , 君 を 私 は は ね つけ る ] 
と [唱え て ] は ね つけ る べし 。 
32. yp の 747 js の 7 evd 747 7 の gz が | 
は ね つけ る 場合 に は , ほか な ら ぬ 毒 を , それ に より , は ね つけ る [こと に 
な る (w の ]。 


33. vs の 7 eV の sy の の 7 の 4277 77 の が PyG77 724P7S7CyG76 Y の ed72 vedg. | 
この よう に 知っ て いる な ら ば , ほか な ら ぬ 毒 が , この 者 の 好ま し く な い ( 促 
間 で な い ) 競争 相手 を 追っ て まき 散ら され る [こと に な る ]。 


第 1 Paryaya で は , 祭 火 ・ 集 会 所 へ の 歩み が , 第 2Paryaya と その 拡張 版 で 
ある 第 4・5Paryaya で は 搾乳 が 主題 で ある の に 対し , 第 3Paryaya で は 殺害 
と 再生 が 主題 と な る こと が 注目 され る "。Viraj の 死 と 再生 の 周期 が , 樹 た ち , 
祖 霊 た ち , 神々 , 人 間 た ちの 生命 力 (供物 ・ 食 物 ) を 摂取 する 周期 と 一 致す る 。 

第 18 詩 節 [彼女 (Virj) を 樹 (yzspZ が -) た ち は 打 ち 殺 し た 。 彼女 は 1 年 
間 (gzvgfsg7 の -) が 経つ と , [ 再 ]】 生 し た ] は , Viraj を 先行 詩 節 の よう に 雌牛 
と 解す れ ば , 毎年 の 牛 の 犠牲 祭 を 意味 する "。 樹 (vp が -) は 切り 倒さ れ て , 
13 Virji の 殺害 と いう モテ ィ ー フ は , Purusa の 殺害 と 解体 (神々 に よる 供 儀 ) に よる 

諸 存 在 の 発生 を 説く Purusa 讃 王 (RV X 90.6ff) の 延長 上 に ある 。 祭 式 を 供物 (動物 , 
Soma, 穀物 な ど ) の 殺害 と みな す 観 念 は ブラ ー フ マナ で 更に 発展 する (例え ば SB 
XI 1.2,1: XI 6.1 =JB 1 42-44 [Bhrgu の 他界 巡り ])。 

14 Srauta 祭 で は 背 ま た は 望 の 日 に 行わ れる 。 Soma 祭 ・Satra 祭 に 付随 し な い , 独立 し 
た 動物 犠牲 祭 (zzZ72-pg% の gg-) は 1 年 また は 半年 毎 に 行わ れ , 本 来 は 冬至 ・ 
夏至 に (狩猟 ・ 牧 益 ・ 農 耕 の ) 豊 策 を 祈願 する 祭 式 で ちあ っ た か と 推測 され る 。 犠牲 
獣 は 通例 , 雄山 羊 で ある が , 和牛 , 羊 等 も 用 いら れる (cf. Schwab XIII-XV) 。Soma 
祭 は 必ず 動物 犠牲 祭 を 伴う が , 基本 形 で ある Agnistoma は 毎年 , 春 (wsgzg-) に 
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犠牲 獣 が 繋が れる 祭 柱 Oz-, yy み 7x-) と な り , 犠牲 獣 を 天 へ と 届け る "。 Viraj 
の 1 年 後 の 再 生 は , 雌牛 が 一 年 毎 に 仔牛 を 生 サ こと を 示唆 する 。 sq7zvg7sg7- 

[ 歳 , 1 年 ] の 原義 は 「 誕 生 し た 仔 和牛 が 成 生 と な る 期間 ] で ある が , 雌牛 の 出 
産 周 期 に も 一 致し ", また , 樹 に と っ て も 死 と 再生 の 周期 で ある : 「 樹 々 の 中 , 


に 


祭 Gavamayana | 月 


切断 され た も の (nt. が の) も , 
方 , Viraj を 後続 詩 館 の よう に , 
と 解す れ ば , 毎年 , 冬 ま た は 早春 に 山野 を 焼く 風習 と 儀礼 を 
ある 。 牛 の 供 儀 と 野焼き の 両 儀礼 を 併せ 持つ 祭 式 と し て は , 
E た ちの 行路 ] が 想起 され る "。 
Vir 挫 乳 ] の パラ レル を 示す Gonamika (一 


黒 半月 8 日 一 注 1) に 牛 を 殺す こと を 述べ る 『"。 


1 年 間 (*gzzg7sg7 の -) が 経つ と , 成長 する ]。 
植物 (樹木 , 牧草 , 


滋養 , 栄養] 
反映 する 可能 性 も 
1 年 間 続 く Sattra 
ParyayaIV-V 「 諸 存在 に よる 
注 11) も , Ekastaka (Magha 月 

「 牛 (動物 ) 殺し 」 と 「 樹 ( 丁 


穀 草 ) の 


ば 


15 


16 


17 


18 


開催 され 


る (Caland/Henri 1: ApSS X 2.2-8: ManSS IL 1,1.1: KatySS VI 1.5) 。 


1 年 間 


の Sattra 祭 Gavamayana (一 肖 
生 の 供 儀 が 行わ れる 。Gonamika (一 前 
う 〇 注 18)。 
至 前 後 の 黒 半月 8 日 
の 和牛 の 供 儀 ) の 場合 に 
の 後 の 新年 祭 , ある い は Ekastaka (一 潮 

「 樹 
る が よい ]」 RV X 70,10 「 ア ー プ リ 

[h]), cf 後藤 2008 91, 95, 97, Schwab 7。 
雌牛 の 発情 は 平均 23 日 周 
か ら 再 受胎 まで の 期間 で あり , 
が 望ま し い 。 Cf 阿部 等 「 家 畜 飼 育 の 基 
Ekastaka (一 注 
II 3.8,4E [Dirghasattra] : 
を 行う が , 特に , 中 間 


: Ekastaka が 特に 
和牛 殺し が 許さ れる 。 


に 


儀 (KatySS XIII 2.10: ApSS XX1 23,1 雄山 羊 ), 


に あたる ) 


E17) で は 最終 
E11) で は Ekastaka に 
家庭 祭 で は , 客人 接待 , 婚礼 ( つ 2.2.RV X 85,13), 祖 霊 祭 Astaka ( 冬 


重 』 


E1) に 行わ れ た 本 


前 日 Mahavrata (古代 の 冬至 ) に 雄 
雌牛 の 供 儀 と 響 応 を 行 


要 ), Smlagava (「 家 畜 の 主 」 Rudra/Siva へ 
当該 詩 節 で 示唆 され る 和牛 の 供 儀 も , 冬至 


該 対 
能 性 が 高い 。 


(木々 の 主 ) よ , 綱 に よっ て 紳 り 付け 
一 讃 届 」) : 祭 相 
100 の 枝 芽 を も っ て 茂 れ | RV II 8,11 


期 で 通年 ある が , 
1 年 毎 の 出産 ( 約 1 
礎 ] 10,20f, 
1) の 日 に 敷 焼き を 行い , 新年 の 豊 
cf. Sakamoto 2000 (1) 483 n.42) 。 

Visuvat (古代 の 夏至 に あたる ) に 


に は Prajapati へ 追加 供 儀 (KatySS XII 2,16: ApSS XXI 23,4 雄 和 牛 ) を 行 


て , 神々 の 下 へ と [犠牲 獣 を ] 運び 


E と し て 切り 倒さ れ た 木 へ の 成 】 


届け 
長 祈 
[ 祭 柱 (sv:-) 讃 王 ] = TS"1 3.5,1 


繁殖 周期 は , 約 280 日 の 妊娠 
ヶ月 の 泌乳 期 十 約 2 ヶ 月 の 乾 乳 

109, 122。 
を 占っ た 後 , 潔 斎 を 開始 する (TSY 
1 年 間 、 毎日 , 動物 供 儀 
は 太陽 Surya へ の 追加 人 
前 日 Mahavrata (古代 の 冬至 


期間 十分 學 
期 ) 


0 


区 


さ 


最終 


う (SB IV 6.3.3)。Mahavrata を 含む 特定 


の 供 儀 を 行う (ApSS XXI 3,.4.10.12) 。 


こ は 「 千 類 ] ( 奴 和 牛 , 雌牛 , 仔 和牛, 羊 な ど ) 


MS IV 2.3:25,4 727 yZ ev vv e ん gs7g ん yg77 の 7 76 yg7 が 2725 の 7 の yg の sy 


ge | そこで, 
その 者 は , 他 な ら ぬ 一 年 間 (gzzyg7sg7-) 


この よう に 知っ た 上 で , Ekastaka に 


分 の た め に 
分 の た め に 


雌牛 を 殺す な ら ば , 
負え を 殺す こと 


に 対し て , 


に な る 」。ManSS IX 5,5,12 (s VarSS-Parisista 1 20ff) ekZs7zkZy7 Cf5-Pg77e gg の 
gg77 ん g7ye9 yo ggco7e7 72s72G772577277 の g の yg 「Ekastaka の 日 に 四 つ 辻 で , 股 毎 に 雌 
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物 ) 殺し ] の 両方 に 関わ る 新年 の 豊 策 儀 礼 ( 注 22) が 当該 詩 節 の 背景 に あっ 
た 可能 性 が 考え られ る 。 Sakamoto 2001 163 n.15: 阪本 2015 93 の 説明 を 補足 訂 
正す る 。) 

第 19 詩 節 は , 毎月 , 期 の 午後 に 祖 霊 た ら に 供物 を 与え る 祖 霊祭 の 起源 , 第 20 
詩 節 は 半月 ご と に 神々 に 供物 を 捧げ る 新 月 満月 祭 の 起源 , 第 20 詩 節 は 夕 と 朝 の 
人 間 の 食事 と それ に 対応 する (食事 の 前 に 祭 火 に 供物 を 献じ る ) Agnihotra の 
起源 を 説明 する 。 


2.RVX85 (AV XIV1) は 「 婚 如 の 歌 ] と し て 有名 で ある が , 月 ・ 太 陽 ・ 恒 
星 ・ 惑 星 の 観 察 に よる 天文 学 と 暦 学 の 知識 が 祭 式 や 儀礼 の 根底 に ある こと を 示 
す 好 例 で ある 。 5 部 か ら 構成 され る が , 本 来 は 第 1 部 ( 詩 節 1-5) と 第 2 部 ( 詩 
節 6-13) か ら 成 り , それ に 順次 , 増補 され て 編集 され た と 推測 され る 。 


2.1. 第 1 部 (5 Anustubh) は 毎月 の 新 月 祭 に お ける Soma 献 供 を 主題 と する 。 
Surya へ の 言及 は 無い 。 植 物 (麻黄 ) の 搾 汁 で ある Soma が , 同時 に , 天上 の 
月 で あり , 神々 に 飲食 され る と いう , バラ モン の み が 知 る , 当時 と し て は 革新 
的 な , 秘密 の 知識 に 基づき , 毎月 の 新 月 祭 に Soma が 圧搾 , 献 供 さ れる 。 


1 . sgy@z677g の 7 7 めか yez の 77g の 7772 の の g777 | 

2777/7907 人 77/777777 全 7747 7727 77//) 人 が 797777/ 
真実 に より 地 は 張り 支え られ て いる 。 太陽 に より 天 は 張り 支え られ て いる 。 
天理 G7z-: っ 1) に より Aditya 神 た ち は 立 っ て いる 。 天 の 上 に Soma (月 ) 
が 依拠 し て いる 。 


2. sg の eg の の pg/7 が gs の eg p77 が 7 7 
7o sg が 7 es の 7 7 の 67 が e sy の mg の 7 


Soma に より Aditya 神 た ち は 力 を 有する 。Soma に より 地 は 大 きい 。 他 方 


生 を [殺害 解体 ] させ て , も し [その 四 つ 辻 に ] 来る 人 が いれ ば , その 度 に , その 
人 に 与え る べき で ある 。] : 13 %o 7 の の 7 77 の の 7 の 7772 の 77 77O7Zye7 97 の 7 の 77. | 翌 
, 他 の [雌牛 ] を [殺害 解体 ] させ て , バラ モン に 亭 受 させ る べき で ある , 家畜 
を 望む 者 は 」。 
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また , これ ら の 月 宿 た ち (月 の 宿る 星々 : ヵ Zksgzz-) の 膝 ( 腰 ) の 上 に 
Soma (月 ) は 置き 定め られ て いる 。 


3 . 5 の 77772 7777776 PP/ の 7 y7 sd77 の 05 の 277 が の sg | 

RY の 777// 急 727// 太 4277772777/ 島 77/774 74yyg%2 の 7 ん cg7g | 
Soma を [私 は ] 飲ん だ の だ と 【[ 祭 主 は ] 思う , 植物 (で ある Soma) を [ 祭 
官 た ちら が ] 圧搾 し お える 時 。 バ ラモン た ち が 知 っ て いる Soma (月 ), そ 
れ を 誰 で あれ 食す る こと は な い 。 


し 章 半 272/72724772//72777277 万 77772】 の が 7g77 so7g 7 ん s7777 | 

g の の 7 た の pd の 7 7 が 7 が 7 7 7e gg が の 7 
覆い 包む 装具 た ち に 守ら れ て , 高き に ある 者 た ち に 護 ら れ て , Soma (月 ) 
よ , (植物 Soma を ) 圧搾 する 石 [の 音 ] を 聞き な が ら , 君 は 立っ て いる 。 
地 に 属す る 者 は 君 を (部 分 の 所 有 格 ) 食 さ な い 。 


O. 7 7@ の eV の 7 の の の 7777 「747g py の yye /7 が 2G7 | 

MA077/ 台 7727A007872747777 王 277//777777775///7077477797// 
君 (植物 汁 Soma) を , 神 よ , [神々 が ] 飲み 始め る と , する と , 君 (月 ) 
は 再び 満ち る 。 風 が Soma の 護り 手 で ある 。 暦 月 が 年 た ちの 原型 で ある 。 


第 4 詩 節 は 新 月 祭 当日 を 描写 する 。 凌 の 夜 に 続く 朝 , 月 Soma は 太陽 と 一 緒 に 
昇り , 天 の 高 みか ら , 地上 で 植物 Soma を 搾 る 音 を 聞い て いる 。 月 を 守る 「 覆 
い 包 お む 装 具 た ち 」 は 太陽 光線 た ち , 月 を 護る 「 高 き に 住む 者 た ち 」 は 第 5 詩 節 
で も 「 護 り 手 ] と され る 風 た ちと 推測 され る (山野 に 自生 する 植物 Soma は 風 
と 深い 関係 を 持つ )。 この 月 が 神々 の 飲食 する Soma で あり , 「 地 に 属す る 者 は 
君 を 飲食 し な い ]。 第 5 詩 節 で 「 神 ] と 呼ば れる 「 君 」 は 月 を 指す と 同時 に , 植 
物 の 搾 汁 で も あり , 意図 的 に 謎 めい た 表現 が な され る 。 月 で ある Soma は 神々 
に 飲食 され て 消滅 し , 基 の 夜 と な る 。 翌朝 , 人 間 が 地上 で 植物 で ある Soma を 
圧 搾 し て 献 供し , それ を 神々 が 飲み 始め る と , 月 で ある Soma は 神々 の 飲食 か 
ら 解 放さ れ , 再び , 天 に 現れ 増大 する 。 満 月 に な る と , 神々 は 月 で ある Soma 
を 飲食 し 始め , 月 が 次 第 に 消滅 する , と いう 過程 が 理解 され る 。 こ の 思想 は 更 
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に 展開 し , ウパ ニシ ャ ッ ド の 「 二 道 説 ] に 至る (cf 阪本 2015 23-27, 62-70)。 


2.2. 第 2 部 (8 Anustubh) は , 月 と 太陽 と の 合 で ある 「 期 ] を 太陽 女神 yy な -" 
と 月 神 Soma と の 結婚 と みな し , 日 の 出前 に 東 の 空 に 昇る 期 直前 の 月 (有明 の 
月 ) に 向かっ て , 太陽 が 昇り 進む 天文 現象 を Surya が 夫 Soma の 家 に 向かう 
嫁 入 行進 と し て 描く 。 

内 惑星 で ある 金星 は 584 日 周期 で , 外 合 (不可 視 ) 一 「 皆 の 明星 ] ヵ Zsgpw- 
つ 内 合 (不可 視 ) 一 「 明 け の 明星 ] zw 妨 - と 変化 する 。 金星 の 周期 と 月 の 凌 
望 周期 と は 一 致し な い が , し ば し ば , 期 の 前 に 「 明 け の 明星 | と 「 有 明 の 月 ] 
が , 彰 の 後に 「 皆 の 明星 ] と 「 夕 月 ] が 並び 現れ る こと か ら , Asvim と 
Nasatya が 太陽 と 月 の 仲 を 取り 持つ wz4- 「( 未 婚 の 娘 に ) 嬉 を 選ぶ 者 , 仲人 ] 
と な る 。 

Savitr (太陽 に 対し 「 教 令 , 指示 , 権能 付与 ] の 機能 を 持つ | 鼓舞 する ] 神 ) 
が Surya を 月 Soma に 与え る 。Surya は 白く 輝く 2 頭 の 牛 が 牽 く 「 思 考 か ら 成 
る (zzgzgs72 の yg-) 荷車 (4zg5-)| ( 詩 節 10・12) に 乗り , 夫 の 家 へ と 天 の 道 を 
進む 。 


19 ぁ 記 yg- m.「 太 陽 ( 神 )] が , 男性 神 で ある 月 Soma と 婚 問 する 必要 上 , 女性 神 sy た 
に 転換 され た と 推測 され る 。 当該 スー ク タタ で は , Savir 神 が Surya の 父親 の 役目 を 
果たす 。Sarya は RV に し ば し ば 言及 され , 一 般 に 太陽 神 Surya の 娘 と され る (cf 
Geldner IV 124f., Witzel/ Goto 848, Witzel/Goto/Scarlata 666)。X 85 以 外 は すべ て 
Asvin 讃 王 に 現われ , |「Sanrya の 娘 ] Surya が 両 Asvin の 戦車 72Zg- に 乗る と いう 内 
容 が 殆ど で ある が , 両 Asvin が 彼女 の 夫 と な る と いう 記述 も 1 例 あ る 。 (V 43.6 d 
ygzg p の 7 dw7g7 sy の が) 。 1 184.8 は 両 Nasatya が Surya の 婚礼 に 呼ば れ て 来る 
こと を 示唆 する が , Surya の 結婚 相手 は 不明 で ある 。 (Geldner 1 264 の 解説 [Surya 
が 両 Asvin を 自ら 結婚 相手 に 選び , 両 名 が 新郎 と し て 新婦 Sarya を 自ら の 家 に 運ん 
だ | は 容認 し が た い )。 Asvin 讃歌 の 諸 例 で は 月 へ の 言及 は な く , 金星 と 太陽 の 接近 
(な いし 合 ), 特に , 明け の 明星 を 追っ て 朝 の 太陽 が 昇る 天体 現象 を 神話 化し た も 
の と 理解 され る 。 他 方, RV X 85 で は 月 と 太陽 の 合 ( 誠 ) に 基づく 「 月 Soma と 太 
陽 Surrya と の 婚 問 | が 歌わ れ , Surya は 4zgs- [荷車 ] に 乗り 嫁入り する (た だ し 第 
26 詩 節 で は Asvin の 7g7g- 「 戦 車 ])。 [太陽 と 月 ] 「 太 陽 と 金星 |] と いう 異な る 二 系 
統 の 神話 の 混在 が 推測 され る 。 一 一 太陽 の 娘 を ダ 巡っ て 金星 と 月 が 競走 する 神話 ( ラ 
ト ヴ ィ ア の 歌 ) な ど に 関し て は , cf. Guntert 260-266. 
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[6-8 略 ] 


9 . sg の zo uzy7 2 の gw の 757 7 の 7 yg | 

sy の 2 Y7 Pe の 7205 の 727777 7 の 7 の 5g sgv77dggg7 | 
Soma (月 ) が 嫁 を 求め る 者 と な っ た 。 両 Asvin (Asvi と Nasatya) が 仲 
人 (7 の -) で あっ た 。 思考 に より [同意 を ] 表明 し て いる Sarya を 夫 に 
Savitrr が 与え た と き 。 


10. 7 の yg の 7 57 の の y の 7 7 の 777 7g の 7 が 

昭 な の ggdy が 7 67 「yd7 の の syd gy が 7 | 
思考 が 彼女 の 荷車 (4zs-) で あっ た 。 天 が , また , 覆い ( 幌 ) で あっ た 。 
両 の 白い 輝き が 両 の 荷車 牽 き [ 生 ] で あっ た , Suwrya が [ 夫 Soma (月 )] 
の 家 に 馳せ た と き 。 


11. sy の 27 edu7r fe sg77 の 0 7 
⑳⑰ の 77777 76 Cg ん 7@ の 57g7 「 7 pd7777 の 9 Cg7 の Cg777 | 

Rc と Saman に より 結び 付け られ た , 君 の 従順 な 両 還 は 行く 。 聴覚 が 君 の 

両輪 で あっ た 。 天 に は , 繰り 返し 行く (cgzgcgr の -)“ 道 が [あっ た ] 。 


12. cr7e cg76 yg が の yz0 sg が 7 | 

9 257 の 7 Sg- 7o77 7 の 7 が pd7 が | 
清く 輝く 両者 が , 馳せ 進む 君 の 両輪 で [あっ た ]。 [行き わた る ] 息 が 車軸 
と し て 了 藤 め ら れ て [あっ た ]。 思考 か ら 成る 荷車 に Surya は 乗っ た , [彼女 
が ] 夫 の も と に 出発 し た 時 。 


13. sy の ug が 7 pr の gd7「 sv7 の 7 gy の s77g7 | 
gg が sz (AV ggZgsz) 7e dv の - 
2yo ヵ (AV p27gz757 の ) p の 77 27 の fe | 
Savirr が 送り 出し た Surya の 嫁 入 行列 が ( 今 ま さ に ) 進み 出し た 。 [月 が ] 
Agha (AV Magha) [ 星 ] た ち に ある 時 , 生 た ち が 殺 され る 。[ 月 が ] 両 


Arujuni (AV Phalgumi) [ 星 ] に ある 時 , [花嫁 は 夫 の も と へ ] 巡り 運ば れる 。 


20 


Cf Hoffmann 1960 248 (に 1975 119). 
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第 13 詩 節 で は , 牛 殺 し と 嫁入り 行進 出発 の 時 が 「 月 宿 ]! 
宿 の 具体 名 が 現れ る 最 古 例 で ある , cf. Sakamoto 2011 1076.)。gg ヵ なみ - (f.pl.) 「 厄 
災 ( 死 ) を も た ら す ( 星 た ち )」 (AV 以降 gg7Z- 「 能 力 ある ( 星 た ち )]) は 獅 


子 座頭 部 の 諸星 [レグ ルス な ど ] 


星 (6 と の 9 な いし pj) に 同定 され る 。 
レグ ルス ( 黄 経 150 度 ) ! AN 


前 後に は 期 の 月 (と 太陽 ) が レグ ルス 近 
月 が レグ ルス 近辺 に 位置 する (従っ て 二 月 は 冬至 月 と な る ) ( 注 1)。 

当該 詩人 節 で は , 月 と 太陽 の 合 ( 彰 ) が 主題 で ある か ら , 夏至 前 後 の 時 期 (お よ 
そ Sravana 月 末 か ら Bhadrapada 月 に か け て ) が 該 


に 位置 する : 


に より 示さ れる (月 


に , みた du.) | 白く 輝く 2 星 ] (AV 以 
隆 247eg た 5 YV 以降 が yg- と 27g- の 2 月 宿 に 分 割 ) は 獅子 座 後 部 の 白色 2 


逆 に , 冬至 前 後に は 満 


当 し ”, [ 繝 の 前 々 夜 の 月 (月 


齢 27-28 程 ) が Agha (獅子 座頭 部 ) に 宿る 時 に 和牛 が 殺さ れる ], 「 期 前 夜 の 月 (月 


齢 28 て 29 程 ) が Arujuni (獅子 座 後部 ) 


結果 , 期 と な る と 理解 され る 。 


に 和 宿る 時 に Surya が 月 へ と 進む ]. その 


和牛 殺し は , 嫁 取 り に 来 た 嬉 を 花嫁 の 実家 で 響 応 する 儀礼 と 思わ れる が , 夏至 


に 行わ れる 動物 犠牲 祭 と の 関連 も 否定 で き な い (ご 注 14)。 第 11 詩 節 Saman 


は Soma 祭 を 示唆 する 。 夏至 直後 の 落 が | 太陽 と 月 の 聖 婚 ] と 見 な され , 動物 


犠牲 祭 と ソー マ 献 供 を 伴う 盛大 な 新 月 祭 が 行わ れ た 可能 
この よう な , 特定 の 天体 (大 陽 , 


性 が ある 。 
月 , 金星 , 獅子 座 ) の 運 


軍 動 と 結び つい た , 


年 に 一 度 の 牛 の 供 犠 を 伴う 祭 式 は .。 イラ ン か ら 古 代 ロ ー マ に 信仰 が 拡がっ た 太 


陽 神 ミ スラ ” (ved. 人 「 契 約 (の 神格 化 )]) の 
(特に 牡 生 座 と 獅子 座 ), 


させ る 。 ま た ミス ラ と 黄道 12 宮 


よび 新 月 (三日月 ) と の 関係 も 注目 され る 。 


E 殺 し の 儀礼 と 聖 婚 を 想起 
惑星 (特に 金星 ) お 


21 阪本 2015 22 [1 年 の 最後 に 位置 する マー ガ 月 に 和牛 が 


初 に 位置 する パー ル グ ナ 月 に 尋 


22 Cf Merkelbach 9-22, 100-109, 272 (Abb.13 Kommagne 出 ] 
星 、 水星 , 木星 が 示さ れ , 


ルス の 下 に 三日月 , 背 の 上 ! な 
302 (Abb.47 Rom 出土 洋 彫 : ミ 
な る : 周囲 に 犬 , 蛇 , サソリ , 


月 の 冠 ) 左右 に 明け と 胃 の 明星 が 上 向き と 
象徴 ?]), 324 (Abb.74 黄道 12 宮 が ミス ラ を 


の 尾 が 殻 物 の 穂 に 変化 し て お り , 
陽 の 合 , 月 , 周辺 の 星座 か 


頑 が 挙行 され ます ] 


層 ら れ (4 
は 誤り と し て 訂正 する 。 

上 浮 彫 : 獅子 座 胸部 の レグ 
B.C.62 年 の 惑星 合 を 示す ), 


上 の 犠牲 祭 ), 1 年 の 最 


5 陸 ) 月 が あり , 和牛 の 尾 が 穂 と 


か ら す (星座 ), 


に 太陽 神 


右上 に 月 女神 ( 新 


の [春分 と 秋分 を 
む ) 等 。 多 く の 図 像 で , 殺さ れる 和牛 
生 の 供 儀 と 豊 策 儀 礼 と の 関係 を 示す 。 牡 牛 座 と 太 


ら は , 春分 の 新年 祭 が 示唆 され る 。 
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新 月 祭 (お よび 祖 霊 祭 ) の 原初 形態 (57) 


Taittirrya-Brahmana 1T 5,1,2 は 月 宿 を 列挙 説明 する マン トラ 中 で , 当該 月 宿 と 
祖 霊 た ち , 和牛, 書 敵 , 嫁 和信 と の 関係 を 述べ る (cf Sakamoto 2011 1080) : 


P が 7 の gg が 2 | 7/247727 Pd7 の 572 pg の 77 の ds77 | ry が 7 の ve 
47gz7 | 7Zy の pg75727 7s の の 7 の 6 457g7 | の 42ggsy の 77G7e | v772V7 PDg7572 の 
227/7277727772 74774777/ 人 | 

Magha [の 星々 ] は 祖 霊 (父祖 ) た ち に 属す る 。 泣 いて いる 者 た ち が 向 こ 
う 側 に , 腕 落 が こち ら 側 に ある 。 初 め の 2 つの Phalguni は Aryaman (部 
族 慣習 法 の 神格 化 ) に 属す る 。 妻 が 向こう 側 に , 雄 和牛 が こち ら 側 に ある 。 
後 の 2 つ [の Phalsuml は Bhagsa (分 配 の 神格 化 ) に 属す る 。 嫁 入り に 持 
参 する 諸 財 が 向こう 側 に , [花嫁 を ] 運ん で いる 者 た ち が こ ちら 側 に ある 。 


2.3. 第 3 部 ( 詩 節 14-17: 1 Tristubh + 3 Anustubh) は , 婚 問 に 先立ち , 仲人 と 
し て Savirr の も と に 行く 両 Asvyim の 3 輸 戦 車 に 関し その 第 3 輪 と は 何かと 問 
う 謎 か け の 歌 で ある 。 第 1 輪 は 北 行 する 6 期 望月 , 第 2 輸 は 南 行 する 6 間 望 月 , 
第 3 輸 は 第 13 月 ( 団 月) と いう 答え が 予想 され る 。 凌 望月 と 太陽 年 
sg が fsg7 の - の 間隙 を 埋め る 第 13 月 は RV 以降 , 特に ブラ ー フ マナ で 愛好 され 
る 主題 と な る ( 注 1)“。 韻律 と 内 容 か ら 二 次 的 増補 と 思わ れる 。 


2.4. 第 4 部 ( 詩 節 18-19: 2 Tristubh) は 月 と 太陽 の 運動 に 関す る 天文 学 ・ 暦 学 
の 知識 を 披露 する 責 で ある ( 1.1.)。 両 詩 節 と も 「 婚 如 ] と は 直接 関係 し な い 。 
ペア と し て , RV X85 全 体 に 対応 する AV XIV 1.23-24 以外 に も , AV VII 81,1- 
2 [Darsa「 新 月 | 讃歌 ]」 MS" IV 12,2:181.3-6 [Rajayaksman 治癒 願望 祭 (cf 
Sakamoto 2010(2) 1123f.) に 現われ る 。 第 18 詩 節 単 独 で は , AV XIII 2,11 (abc) : 
TB" IL 7,12,2: 8.9,3 等 に 現れ る 。 第 19 詩 節 単 独 で は , [Rajayaksma 治療 願望 祭 ] 
TS" IT 4.14.1 : TSP TL 3.5.3 : KS" XX 12:141,11Ef に 用 いら れ , また , Hiranyakesi- 
Grhyasutra 1 5.16.1 で は 新 月 祭 の 後 ,. は じ め て 見 る 月 へ 唱え る マン トラ の 一 つ 
と され る 。 


23 例え ば , [Rbhu 三 神 の 12 夜 ] RV I 161.11-13, IV 33,7: [第 13 月 ] RV 1 25,8: AV V 6.4 
(mdra の 家 ): MSP 1 5,6:74.16: JB II 334, IT 386: [第 13 月 = め g7zZsg] JB TI 18,1 50: 
KausUp 1 2。Caturmasya 祭 Sunasrrya は 背 望 年 と 太陽 年 と の 間隙 を 埋め る 。 
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2.5. 第 5 部 ( 詩 節 20-47: 2 Tristubh + 26 Anustubh) は 新婦 が 夫 の 家 に 入る 際 の 
祝詞 で , 家庭 祭 的 な 性 格 が 強い 。Sarya は 荷車 gs- ( 詩 節 10 お よび 12) で は 
な く Asvin の 戦車 zzg- に 乗る こと が 注目 され る ( 詩 節 26) (… 注 19)。 


3. RV 10 巻 で は 人 類 の 始祖 Yama と 祖 霊 た ち が , 天上 に ある 祖 霊 の 世界 で ( 神 
Varuna や 神々 と 共に ), ある い は 地上 で の 祖 霊 祭 に 呼ば れ , Soma を 自由 に 
(sedg- に より : 一 注 10) 飲ん で 酔う 情景 が 描か れる (cf 阪本 2015 43-50)。 
Yama と り シ 達 を 祭る 祭 式 で は Soma 献 供 に 加え Saman も 朗 唱 され , シュ ラウ 
夕 祭 式 Soma 祭 に 類似 する 。 祖 霊 た ち が RV 以降 一 貫 し て sozy- 「Soma に 与 
る 者 (後に は 息子 な ど へ の 呼び か け と し て 多用 )] と 呼ば れる こと も 注目 され る 。 
シュ ラウ タ 祭 式 と し て の Soma 祭 で は , 本 祭 の 第 3 Savana ( 夕 の Soma 圧搾 ・ 
献 供 ) の 中 で 祖 霊 祭 が 行わ れる 。Soma 祭 に 神々 と 並ん で 祖 霊 た ち も 列 席 し て 
いる こと が 暑 え る が , 供物 は Soma で は な く , Purodas& の 残り 物 か ら 作 っ た 団 

子 で ある 。 


4. 上 記 の 諸点 は , RV お よび 完 行 す る イン ド ・ イ ラン 共通 時 代 に お いて , 新 
月 祭 お よび 祖 霊祭 に Soma (麻黄 の 搾 汁 ) の 献 供 が 行わ れ た こと を 示唆 する 。 
高地 ステ ッ プ 帯 か ら , イン ド 内 陸 部 に 進出 する に 伴い , 入手 が 困難 と な っ た た 
め , Soma 献 供 が 祖 霊 祭 に お いて 消 減 し. また , 新 月 祭 で は Samnayya に より 
代用 され ”", さら に 満月 祭 と 同じ 供物 に 変化 し た の で は な いか と 推測 され る 。 


24 Samnayya と Soma (麻黄 の 擁 汁 ) の 同一 視 に 関し て は , 西村 2010 108(147) 一 98(157) 
が 詳 論 し て いる 。 筆者 は , その 前 段階 と し て , gggz- 「 酸 乳 ] と Soma の 等 置 が , 
酸 乳 製造 と Samnayya 献 供 に 関す る マン トラ と ブラ ー フ マナ に 広く 見 られ る こと , 
お よび , Samnayya 献 供 と Soma 献 供 の 等 置 が YV の 最 古 層 で 確立 し て いた こと を 
指摘 し た い 。 一 一 新 月 祭 で の Samnayya 献 供 の 材料 と し て , 前 夜 に 酸 乳 を 準備 する 。 
具体 的 に は , 夕 に 挫 乳 し た 牛乳 を 加熱 し た 後 , gcgzg- | 凝固 ( 酸 発酵 ) 促進 剤 ] 
を 加え て , マン トラ を 唱え る : MS" 1 1.3:2.10-11 太 み の 2 7 ル g の 7 の 7 5 の 776747277 の C777 

IImdra の た め に , 君 (加熱 牛乳 ) を 分 け 前 と し て , Soma に より 私 は 凝固 させ る ] : 
KS 1 3:2.7 娘 の yy の gd sy の 77e7g7g72gC77 三 VS-M 1 4 (VS-K 1 2.4 み 4zg 婦 7 の 
[Indra の 分 け 前 と し て , 君 (加熱 牛乳 ) を Soma に より 私 は 凝固 させ る 」]:TS" 1 1.3,1 
s の 7e7@ vc72727gyg dg77 [Soma に より , 私 は 君 (加熱 牛乳) を 導 園 させ る , 
Imdra の た め に 酸 乳 へ と 」]。gz 放 cgzg- と し て , 現実 に は Soma で は な く , 酸 乳 
(Agnihorra 供物 の 残り ) が 用 いら れる (cf opcit. 113-114, 109)。 従って, 上 記 マ 
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Soma (麻黄 ) は イン ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 語族 共通 時 代 に は 知ら れ て お ら ず , イ 
ンド ・ イ ラン 共通 時 代 に 異 文化 と の 接触 か ら 取 り 入 れ ら れ た 可能 性 が 強い 。 そ 


ント ラ で は 一 貫 し て , 酸 乳 と Soma の 等 置 が 前 所 と され る 。 一 一 マン トラ の 解説 散 
文 も , 同様 に , 「 酸 乳 三 Somal と いう 前 提 に 立つ : MSP IV 1.3:5,10-12 太 み の 2 7 
の gd777 5 の 77e77 の 7727C72777. SO の 72G77 6V2772d7 7 の 77. 775Y 7 7 so72GP777777 sd77727O の 
ev の か ヵ YiZv の 47 sg の 2 の yy の 77 の の g7 [FImdra の た め に 君 を … 凝 固 さ せる 』 と [唱え る ]。 

当 の も の (加熱 生乳 ) を ほか な ら ぬ Soma に する こと に な る 。 他方. つま り , この 
よう に 知っ た 上 で Samnayya を 飲む な ら ば , その 者 に より Soma を 飲む こと (Soma 
祭 執 行 ) が 継続 され て いる の だ ]。「Soma = 酸 乳 ] の 添加 に より , 加熱 生乳 を 「Soma 
= 酸 乳 ] に する 。 従っ て , 翌日 [Soma = 酸 乳 ] と 加熱 生乳 を 混合 し た Samnayya 
を 飲む こと は , Soma を 飲む せこ と に な る 。 一 一 MS で は Samnayya と Soma の 等 軒 
が 当然 の 前 提 と な っ て いる が , KSP と TB" で は 明記 され る : KSP XXXI 2:3,12-14 .… 
so77O 7 の evg7 の 772 pg7O ん yg7 が 7 77 の yy72 .. 「Samnayya は , 神々 の 隠さ れ た 表現 で は , 
Soma な の だ | : TB" II 2.310f .… sg ん 2 vd7 sg の yyd の 7 [Samnayya は , 周 
知 の 如く , Soma な の だ ]。 一 一 VS を 解説 する SBI7.1.18-19 は , 酸 乳 な いし 
Samnayya が Soma で ある と いう 記述 を 欠く 。 代 わり に , SB1 6.4,1-9 (op.cit. 100[155] 
医 ) が Imdra へ の Samnayya 油 供 を 根拠 づけ る が , Soma に 該当 する の は 「 酸 乳 ] で 
あ る : 7.74 の 7 g の の 7 か gs の ye sd の 2 の 7g72./ y7 の sg の 7 か の 7 の 775 7 の oygg の 7 が 7 の 7 の. 


YG9 7 の 7 の jug7705 7 g の の ys 7 の 7 eu772 sy77 の 7 の dy 7 が 7 の 2 7277 5777 7 の yeCC77. 

[それ (地上 の 草 や 水 に 入っ た 月 = Soma) を 追い 求め . 生 た ち を 分 散 さ せ た 。 も 
し 草 た ち を [和牛 た ち が ] 食べ た な ら ば , その 場合 は , 草 た ちか ら 。 も し 水 た ち を [和牛 
た ち が ] 飲ん だ な ら ば , その 場合 は , 水 た ち か ら 。 そ れ (地上 の 草 や 水 に 入っ た 月 
三 Soma) を , この よう に 寄せ 集め , 活 固 させ, 刺激 的 な 味 に し て , それ (Soma) 
を この 者 (ndra) に 指し 出し た ]。 和 牛 か ら 挫 乳 し 凝 固 さ せ 刺 激 的 な 味 に し た も の は 
g の 7 「 酸 乳 ] に 他 な ら な い 。 それ を Soma と みな し , Indra に 献じ る 。 その後, [Soma 
三 酸 乳 ] の 消化 吸収 を 容易 に する た め に 加熱 乳 を 添加 する が , Samnayya と Soma 
の 同一 視 は 述べ られ な い 。 パ ラ レ ル で ある TS' II 5.3,2-4 (op.cit. 101[154] Et) で も , 
主旨 は 「 酸 乳 が mdra を 養っ つた], すなわち 「 酸 乳 が Soma の 代用 で ある ] こと に あり , 
Samnayya へ の 言及 は 見 られ な い 。 一 一 上 記 の 資料 か ら は , YV マン トラ に お いて 
も ブラ ー フ マナ (MS" TS", SB) に お いて も 「 了 酸 乳 = Somal の 観念 が 確立 し て い 
た こと が 明白 で ある 。「 刺 激 的 72-) な 味 ] を 持つ 点 で も , g427p- | 酸 乳 ] と 
Soma は 共通 し て お り , 等 置 を 理解 し や すい 。 他方 . KS と TBP は 「Samnayya = 
Soma] を 周知 の こと と し て 言及 し て お り , Soma 献 供 の 代理 と し て の Samnayya 献 
供 が , MS の 段階 か ら 普 及 し て いた と 推測 され る 。 一 一 西村 op.cit.103 (152) 

「samnayya と Soma と の 同一 視 は , 以下 の 順に 強まっ て いる と 考え られ る : MS 一 
KS 一 TB 一 SB| と いう 見 解 と は 逆 に , 古い 文献 ほど Samnayya と Soma の 同一 視 
が 強固 で あり , 新 月 祭 に お いて Indra に Soma の 代わ り に Samnayya を 献 供する こ 
と が 普及 し て いた と 考え られ る 。 時 代 と と も に Purodasa 獣 供 に 座 を 奪わ れ , 廃れ つ 
つ あ っ た Samnayya 献 供 を , Imdra 崇拝 の 傾向 が 強い SB が Soma 祭 の 代用 と し て , 
新た に 取り 上 げ 宣 伝 し た の で は な いか と 推測 され る ( 注 25)。 
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れ 以 前 の 新 月 祭 お よび 祖 霊祭 に 関し て は 資料 が な く , 憶測 の 域 を 出 な い が , 新 
月 が 月 と 人 と の 再生 を 象徴 し 生殖 に 関わ る こと か ら , 新 月 祭 で は , 精液 に 類似 
する 白濁 し た 液体 , 例え ば , 加熱 生乳 な -, 酸 乳 ZZ7-, 両者 の 混合 (szZyy-, 
vy が の 廊 g-。 等 )", 穀物 の ( 酸 ) 乳 煮 oggz-cg7- な ど が 用 いら れ た 可能 性 が ある 。 


25 加熱 生乳 と 酸 乳 の 混合 製品 に 関し て は , 西村 2010, Nishimura 2011 の 研究 が ある が , 
筆者 の 気付 いた 点 を 注記 し た い 。 新 月 祭 Samnayya 上 献 供 で は , 当日 朝 に 搾乳 され 熱 
され た 牛乳 (@⑰ 好 -) と , 前 夜 に 搾乳 され た 酸 乳 (2427:-) と を , 献 供 直 前 に 祭 生 
sc- に 混入 する 。 こ れ に 対し , Caturmasya 祭 で は , 当日 の 供物 調理 時 に 容器 内 に 
両者 を 混入 し , 自然 に 疾 固 する gz 放 sg- と 液状 物 yzz- と を Visve Devah 等 へ の 供 
物 に 用 いる : ApSS VI 2.5 7zpze py7g7do7e sgyo77do77 の gy が 7 「 朝 に 搾乳 され た 和牛 
乳 が 熱 され た (7gpg-) な ら ば , それ に 昨夜 に 搾乳 し た 「[ 酸 乳 ] を 加え 入れ る 」 :e6 
y7 SG7 が 2V277g7e 727Ks. ya の 77 7 vg の 7 凝固 する な ら ば , それ が Amiksa で ある 。 
別 様 で も や る な ら ば , それ が Vajina で ある ]」。 自然 放 置 で も よい が , より 進ん だ 方 法 
と し て は , 混入 後に 適温 で 熱し 水分 を 蒸発 させ る ($⑭gp の g-"「 熱 で 水分 を 蒸発 させ る , 
乾燥 させ る ] cf 尾 園 11) : BaudhSS VI 1 go7g7725 77277 PP777777 の 72 の 277 放 sy 


gd77797 の 777. .…. 7 の 7 の dP77 の 7 7 の 776 の の y757 9277 の 2777. 5 の 777 人 5 の 772V77. 7777 ) の eVg ん の Y 


cg 娘 5g/27 pg77 の ez の gpgy7 が の vv の 7 7 の p7g77pe 7 の dg の 7 が. 「 次 に , 北向 き に 
浄化 具 を 通し て 乳 を [ 器 に ] 入れ , Amiksa の た め に [Garhapatya 火 の ] 上 に 置く 。 
. 浄化 具 を 通し て , 熱さ れ た (zgpzg-) 乳 に 酸 乳 を 入れ る 。 これ が 4zsg と し て 
用 い られ る (の ug が ) 。 それ (amiksa-) を , も し 誰か 巧み な 者 が いる 場合 に は QOg 
eg) ,[ そ の 者 が ] 周囲 の 炎 に より 熱し 水分 を 蒸発 させ (%zpgym の , Vajina か ら 
分 離し た (Vajina の 無い ) 状態 に し て , 熱く な ら な い 場 所 に 保管 する |] (筆者 訳 チ 
Nishimura n.8 訳 )。 酸 乳 混入 時 に は 生乳 の 加熱 (牛乳 の 沸点 は 約 100.5 度 ) が 終了 し 
て いる の で , 西村 2010 110f「 朝 に 搾っ た 牛乳 を 熱し て いる と き に dadhi を 混ぜ る ( 図 : 
加熱 中 に 添加 )], 2011 1084 “dadhi is, however, added into srta whenitis boilmg は 
正確 で な い 。 に 
samnayya の 神話 が 語ら れ て いる の か | と いう 疑問 か ら は , Samnayya が , 本 来 
Amiksa を 含む 「 加 熱 生乳 と 酸 乳 と の 混入 Ggz- ヵ の か ら 生 じ る 食品 全体 ] を 指す 上 
位 概念 で あっ た 可能 性 が 示唆 され る 。 同 103 「samnayya と Soma と の 同一 視 は 
以下 の 順に 強まっ て いる と 考え られ る : MS 一 KS TB 一 SB] は , 酸 乳 凝固 の マ 
ント ラ と ブラ ー フ マナ お よび Samnayya 献 供 の ブラ ー フ マナ か ら の 所 見 と 相違 する 
( つ 注 24)。 よ … 月 の 満ち 欠け を Soma の 循環 と 連動 させ る 
新しい 理論 を 展開 させ る 。 これ は , 神々 が 天界 を 祭 火 と し て 献 供し た Soma が 順次 
5 つの 祭 火 を 巡っ て 人 間 の 誕生 を も た ら す と いう , 後 の 五 火 説 の 先駆 を な す も の で 
あっ た だ ろう 」 は 五 火 説 の 誤解 に 基づい て いる 。SB の 五 火 説 は , 地上 で 人 が 貞 供 
する Agnihotra の 2 つの Ahuti が 循環 する 理論 で あり , Soma も 神々 も 登場 し な い 。 
JB で は 最初 に 神々 が 「 不 死 (を も た ら す 飲み 物 : zz7zg-) で ある 水 た ち (op- fpl.)] 
を | 太陽 (@2zpg-)] に , BAUChU で は 「 信 (%gg が が -)」 を 「 あ の 世界 ] に 献 供 し , 
その 結果 , 二 次 的 に 発生 し た 「Somal を , JB で は 「 埋 」 に , BAU/ChU で は 「 雨 神 ] 
に 献 供する ( 注 4)。 月 の 凌 望 と Soma と の 関係 は 既に RV で 確立 し て いる (2.2.) 。 
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新 月 祭 (お よび 祖 霊 祭 ) の 原初 形態 (61) 


祖 霊 祭 で は 何ら か の 陶酔 作用 の ある 飲料 の 献 供 が 推測 され る 。 


(略号 ) 
RV Rgveda 一 - AV Atharvaveda 一 VS Vasaneyi-Samhita (-M Madhyandina, -K 
Kanva) 一 - MS Maitrayani Samhita 一 - KS Katha-Samhita 一 TS Taittirrya-Samhita 
ー TB Taittiriya-Brahmana 一 - SB Satapatha-Brahmana 一 JB Jaiminrya-Brahmana 
ー BAU Brhadaranyaka-Upanisad -- ChU Chandogya-Upanisad 一 - KausU 
Kausitaki-Upanisad 一 - BaudhSS Baudhayana-Srautasutra 一 - ApSS Apastamba- 
Srauta-sutra 一 - ManSS Manava-Srautasutra 一 - VarSS Varaha-Srautasutra 一 


m 


KatySS Katyayana-Srautasntra 一 " mantra 一 " prose (“brahmana. 
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On the Prototype of the New Moon Sacrifice (and the ancestal Worshp) 
ー mainly based on Rgveda X 65 and Atharvaveda VII 10 一 - 


Junko SAKAMOTO-GOTO 


The New and Full Moon Sacrifices, which are performed periodically according to the 
moon's waxing and waning cycle, as well as the ancestral worship, are world-wide found and 
considered as one of the oldest religious ceremonies of the human beings. In the Vedic ritual 
system, the New and Full Moon Sacrifices (Dar$a-Purnamasau) belong to the IsGi, in which 
only vegetable food and dairy products are offered. The main oblation is usually Purodasa, a 
kind of pan-cake. In a special variation of the New Moon Sacrifice, Samnayya “a mixture of 
sour and fresh milk” is offered to Indra (or Mahendra) . Im this case, Samnayya is considered 
to be equivalent with Soma juice. Soma (juice of plant “ephedra) itself is, however。 offered 
neither in the New and Full Moon Sacrifice, nor in the Pitrmedha. 

Rgveda X 8S is well-known as “the wedding hymn of Surya (Sun goddess) and King 
Soma (Moon god) .” This marriage astronomically signifies nothing but the conjunction of 
the sun and moon, which causes disappearance of the moon in the sky RV X 85.4 and 5 
describe, in fact, the New Moon Sacrifice, in which Soma plant is squeezed and Soma juice 
is drunk by the gods. 

Im Rgveda X 14-16, on the other hand, we find scenes in which forefathers and Yama, 
sometimes with the gods, drink together Soma juice in the heavenly world or in ancestral 
ceremonies on earth. 

The above mentioned hymns lead us to conjecture that Soma juice was offered in the New 
Moon Sacrifice as well as in the ancestral worship at the stage of Rgveda and the preceding 
Indo-Iranian period. It is assumed that the Soma offering disappeared in both rites, since the 
Soma plant became difficult to obtain in the course of advancing into the east India. With 
regard to the New Moon Sacrifice, Soma seems to have been first replaced by Samnayya, 
then by PurodaSa on behalf of the uniformity of the New and Full Moon Sacrifices. 
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